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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】満水を待つ（北川　孝）
　滋賀県犬上郡多賀町にある灌漑用水専用のダム。ダム湖周辺は
県立野鳥の森として整備されており，鳥獣保護区にも指定されて
いる。シジュウカラ，カイツブリ，キジなど，70 種を超える鳥
が棲息しているそうだ。
　ダムのある芹川は，滋賀県東部（湖東地域）を流れる淀川水系
の一級河川。鈴鹿山脈北端の霊仙山を源とし，多賀町で湖東平野
に出る。そして彦根市市街地を通って琵琶湖へ注ぐ。
　芹川ダムはダムの型式の中でもっとも古典的なアースダムだ。
300 mを超える堤高のヌレークダム（タジキスタン）を筆頭に世
界には巨大なアースダムがたくさんあるが，日本では 60 mの清
願寺ダム（熊本県）が一番高い。そのほとんどが 30 m以下だと
いう。

　土を盛り，締め固めてつくるダム。日本では古くから灌漑用の
溜池の堰堤としてつくられてきた。現代でもおもに灌漑用のダム
として築造されているが，洪水・地震に対する安全性が低いので
芹川ダムにおいても東日本大震災以降，補強工事が進められた。
　アースダムのなだらかな堰堤が自然と人為の関係を見せつけて
いる。古典的ならではの落ち着きがある。
　日本のこうした古典ダムは，遣唐使として中国に渡り仏教だけ
でなく土木技術や医学も学んで帰った空海の先導によるものだと
もいわれる。石を積み土を固める技法も最先端の知見によって生
み出されたのだ。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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